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五年が経ち今思うこと　　　
家族会会長　

九月の家族会総会には多くの家族に参加していただきありがとうございました。

五年前の今頃、自宅には骨折した妻の母、そして介護の必要な私の母を抱え、さくら荘のホームヘルパーさんに各自朝晩二回の介護をお願いしていました。

母の体調が悪くなると二週間ほどの入退院を繰り返す日々が続くこともありました。母も加齢により家族の誰かが付き添っていないと食事も取れない状態なってしまいました。自宅での介護には限界を感じたので特別養護老人ホームの申し込みをすることにしました。入所することは本人の意向に反しましたが、本人の体の為でもあり私達家族の為でもあったのでそうしました。
さくら荘への入所が決まり私が母の介護義務を放棄した後、母の為に何かしなければならないと思いたち、家族会のお手伝いをすることにしました。このことは私自身にとっても、自分の介護の将来をどのようすればよいのか考え、回答を見つける必要があったからです。
その後、家族会の役員の方々も自分自身加齢よる体調不良、親族の介護や入所者の退所により徐々に変わって行きました。
私の現状は妻の母は他界し、息子の結婚を控え、娘が二子目を出産する為、孫の面倒みる忙しく楽しい日々を送っています。
さくら荘も二年半後に移転することになっています。そんな中で家族会を今までと同じ状態で存続していくことは難しいのではないかと思っています。
しかし、家族会は、家族の方々の体験や入所している人の状態を聞いたり、相談する場所として必要だと思っています。
近所の老人会のみなさんを「さくら荘への慰問ボランティア」のお世話をする時、希望があれば他の老人会方々も同席するよう勧めています。
出席者の多くは、高齢であり将来の介護の不安を抱えています。さくら荘に来て実際の介護を見ることで、皆さんの不安の気持ちが少し安らいだと喜ばれています。今後も続けてほしいと言われました。
一人ひとりの家族構成が異なるように介護方法も不安感も異なります。実際の介護現場と専門的介護方法を相談できる場として家族会を育てたいと考えています。　
　母は、自分の体が自由にならなくても昔の自分に戻り自宅に帰りたいと熱望しています。
もし自宅に帰ったとしたら数週間で病院のベットに縛り付けられることは分かっています。自宅介護は、介護をする人にとっても、介護をされる人にとっても不平等な場所なのです。
さくら荘は、入所した方々にとって自分に適した食事を作ってもらい、十分な介護援助もあり、毎日の健康管理を行い、文句を言い、笑い、家族のことを思い、生きている事を実感できる平等な場所なのです。　
介護施設に入所している全ての人達が平等な介護を受けることで、私達もまた日常生活を楽しむことが出来、入所している父、母、親族に優しく接する事が出来るのだと思います。　

ここに入所しているに人達は皆平等なので、家族の方々もさくら荘に来た時は、軽い会釈でよいのでみなさんに微笑んで下さい。尚、父母には自分が昔やってもらったように手を握ったり、肩を摩るなどをして下さい。宜しくお願いします。
　
お知らせ
1 預り金の報告

　さくら荘では、「預り金規程」に基づき「預り金」の報告を六月、九月、十二月、三月の末日付で行っています。

　九月三十日付の「預り金報告」を同封しております。内容のご確認をお願いいたします。不足気味の方は補充をお願いいたします。だたし小口現金のお預かりは「預り金規程」により一万円までとさせて頂いています。
ご不明の点は大出までご遠慮なくお問い合わせください。

2 インフルエンザの予防接種

嘱託医のご協力で準備が整い、十月中旬からインフルエンザの予防接種を始めてまいります。

接種後の体調変化には十分に気をつけていきます。
退所のお知らせ　　　　　　　Ｎ　・　Ｙ　さん
Ｎさんは九十九才で平成二十五年七月に入所され、一年二カ月をさくら荘で過ごされました。

入所当時はゆっくりと自分のペースでお食事をされていましたが、だんだんに眠っている時間が長くなり、状態にあわせて介助をさせていただきました。目が覚め、職員の声かけに「ありがとう」のお返事を頂き、どんなに職員の励みとなりました。
無事百歳を迎え、敬老会を終えて静かに旅立たれました。心からのご冥福をお祈り致します。（享年一○○才）
　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｅ　・  Ｋ　さん

　Ｅさん　は平成二十五年十月に入所され、さくら荘で過ごされたのは一年足らずです。
その間に二回の入退院がありましたが、回腹という訳ではありませんでした。「病院で緊張して過ごすより、馴染んだ人達から声をかけてもらってゆっくり過ごさせたい。」とのご家族のご希望のもと、さくら荘で最期まで過ごされました。可能な限り入浴をして頂いて、Ｅさんのペースで食事・水分介助させて頂きました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十九才）
入所のお知らせ　　　　　　　　　Ｋ　・　 Ｔ　さん
Ｋさんは昭和四年生まれの八十五歳です。

お元気なころはカメラが趣味だったそうです。今は右手がご不自由なので、どんなにか寂しいことかと思います。

まださくら荘の生活に慣れずに遠慮されているためか、お耳が遠いためか、おしゃべりもしないで緊張されています。

みんなの笑顔で緊張を解いてあげましょう。
Ａ　・　Ｓ　さん

Ａさんは昭和三年生まれの八十五歳です。

さくら荘のデイサービスやショートステイを利用して頂いていましたので、ちょっと顔なじみですが、やはり環境の変化にイライラされることもあります。でもそのあとに気分が直り、優しい笑顔と言葉になることを知っています。

ゆっくり、あせらずにいきましょう。安心して下さいね。

Ｋ　・　Ｍ　さん

Ｋさんは昭和三年生まれの八十五歳です。

知らない所、知らない人に囲まれて緊張の真っただ中、面会のご家族と懐メロを歌っておられる時が、一番楽しいひとときの様です。（ちなみに♪湖畔の宿がお好きな様子）さくら荘のみなさんも歌が大好き。一緒に楽しく過ごしましょう。
